
病診連携でのアレルギー診療の質・患者満足度向上を目的に、愛知県アレルギー疾患対策医療拠点6病院と連携
医療機関で連携パス（紙媒体）の有効性を検討した。
研究開始前との比較を開始6ヶ月後、1年後に、拠点病院、連携医療機関、患者に対しアンケートで調査した。
全体として診療の質、患者満足度の向上が見られたが、一部で診療時間の延⾧が見られた。本目的に連携パスは
有用であるが、電子システムの導入など運用の簡便化が課題と考えられた。
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本研究では、検査結果などの断片的な記録だけでなく、担当医の診療の
意向（治療方針、指導内容など）も含め、また患者自身による診療経過
や思いについても積極的に情報共有することで、診療の質や患者満足度が
向上するかを検討する。
その後、良い影響を与えた要素を特定し、それが恒常的に活用できる仕組
み・体制を構築することで、今後も増加するであろうアレルギー疾患患者の
診療の質の向上、および患者QOLの向上に貢献する。
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